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宇宙に思いを馳せる
　３月23日・24日、鶴岡アートフォーラムで
企画展「庄内から宇宙へ」が開催され、小惑星
探査機「はやぶさ２」の実物大模型などが展示
されました。
　各展示では、小・中学生が説明員として活躍。
大好きな宇宙の魅力を来場者に伝えました。
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市
当
局
が
令
和
６
年
度
予
算
を

含
む
議
案
40
件
を
提
出

　
開
会
初
日
は
、
市
当
局
が
予
算
議

案
12
件
、
条
例
議
案
20
件
、
事
件
議

案
７
件
、
人
事
案
件
１
件
、
計
40
件

の
議
案
を
提
出
し
、
各
会
派
を
代
表

し
て
７
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
８
〜
10
頁
）

　
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
予
算
議
案

は
予
算
特
別
委
員
会
に
、
条
例
及
び

事
件
議
案
は
所
管
の
常
任
委
員
会
に

付
託
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
第
43
号
を
審
議
し
、
表

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま

し
た
。

（
人
事
案
件
の
内
容
は
下
段
）

　
最
後
に
、
議
員
が
議
会
第
１
号
の

決
議
案
を
提
出
し
、
表
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
27
日
に
開
会

し
、
市
当
局
が
40
件
の
議
案
を
提
出
し

ま
し
た
。
請
願
１
件
に
つ
い
て
は
、
所

管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
議
案
・
請
願
は
、
総
括

質
問
、
委
員
会
審
査
な
ど
の
後
、
議
員

提
出
の
決
議
２
件
を
含
め
審
議
し
、
24

日
間
の
会
期
を
経
て
、
３
月
21
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。

（
議
案
・
請
願
・
決
議
の
内
容
と
審
議

結
果
は
３
〜
４
頁
）

予
算
特
別
委
員
会
を
開
催

５
年
度
補
正
予
算
議
案
を
審
査

　
開
会
２
日
目
に
、
予
算
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
予
算
議

案
の
う
ち
、
５
年
度
補
正
予
算
議
案

３
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

提
案
説
明
の
後
、
質
疑
を
行
い
、
表

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。23

人
が
一
般
質
問

　
２
月
29
日
、
３
月
１
日
、
４
日
の

３
日
間
、
23
人
の
議
員
が
市
当
局
に

対
し
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
11
〜
15
頁
）

５
年
度
補
正
予
算
議
案
３
件
を

全
員
賛
成
で
可
決

　
５
日
の
本
会
議
で
は
、
予
算
特
別

委
員
長
が
補
正
予
算
議
案
に
つ
い
て

の
審
査
報
告
を
行
い
、
表
決
の
結
果
、

議
第
４
号
か
ら
議
第
６
号
ま
で
の
３

件
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
皆
川
治
市
長
の
選
挙
運
動

費
用
収
支
報
告
書
不
記
載
・
訂
正
等

問
題
並
び
に
本
市
職
員
に
対
す
る
パ

ワ
ハ
ラ
疑
惑
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
長
が
、
本
市
職
員
に
対
す
る
パ
ワ

ハ
ラ
疑
惑
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

の
調
査
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

（
報
告
内
容
は
10
頁
）

　
同
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
２
件
の

調
査
事
項
の
う
ち
、
鶴
岡
市
長
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
費
用
収
支
報
告

書
不
記
載
・
訂
正
等
問
題
に
関
す
る

事
項
は
、
５
年
９
月
に
調
査
を
終
了

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
表
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
同
委
員
会
の
調
査
を
終

了
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
終
了
後
に
、
予
算
特
別
委

員
会
を
開
催
し
、
６
年
度
予
算
議
案

９
件
に
つ
い
て
、
提
案
説
明
の
後
、

各
分
科
会
に
分
割
付
託
し
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
を
開
催

条
例
・
予
算
議
案
等
を
審
査

　

６
日
に
総
務
、
７
日
に
市
民
文

教
、
８
日
に
厚
生
、
11
日
に
産
業
建

設
の
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ

た
条
例
及
び
事
件
議
案
の
審
査
を
行

い
、
引
き
続
き
、
予
算
特
別
委
員
会

分
科
会
と
し
て
、
予
算
議
案
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

（
審
査
内
容
は
６
〜
７
頁
）

　

ま
た
、
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
請
願
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。請

願
１
件
を
不
採
択

予
算
特
別
委
員
会
で
分
科
会
報
告

19
日
の
本
会
議
で
は
、
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願
第
１
号
に
つ
い
て
、

総
務
常
任
委
員
長
が
審
査
報
告
を
行

い
、
討
論
の
後
、
表
決
の
結
果
、
賛

成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
終
了
後
に
開
催
し
た
予
算

特
別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
委
員

長
が
６
年
度
一
般
会
計
予
算
議
案
の

審
査
報
告
を
行
い
、
表
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
委
員
が
６
年
度
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て
附
帯
決
議
案
を
提

出
し
、
質
疑
・
討
論
の
後
、
表
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
各
分
科
会
委
員
長
が
６

年
度
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
予
算

議
案
の
審
査
報
告
を
行
い
、
表
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

６
年
度
一
般
会
計
予
算
の

附
帯
決
議
を
可
決

　
議
会
最
終
日
の
21
日
、
予
算
特
別

委
員
長
が
議
第
７
号
に
つ
い
て
の
審

査
報
告
を
行
い
、
表
決
の
結
果
、
全

3月定例会の
概要

令和６年度予算、
５年度補正予算など
44件を審議

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
議
員
が
議
会
第
２
号
の

附
帯
決
議
案
を
提
出
し
、
質
疑
・
討

論
の
後
、
表
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

（
附
帯
決
議
の
内
容
は
５
頁
）

　
次
に
、
各
常
任
委
員
長
が
条
例
及

び
事
件
議
案
に
つ
い
て
、
予
算
特
別

委
員
長
が
議
第
７
号
を
除
く
６
年
度

予
算
議
案
に
つ
い
て
の
審
査
報
告
を

行
い
、
表
決
の
結
果
、
議
第
８
号
か

ら
議
第
42
号
ま
で
の
35
件
を
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
追
加
議
案
と
し
て
、
市

当
局
が
議
第
44
号
を
提
出
し
、
表
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

金
内　
　
淳　
氏
（
み
ど
り
町
）

齋
藤　
元
雄　
氏
（
鼠
ヶ
関
）

五
十
嵐
礼
子　
氏
（
小
京
田
）

渡
會　
　
悟　
氏
（
大
東
町
）

五
十
嵐
一
明　
氏
（
板
井
川
）

成
澤　
浩
亮　
氏
（
大
川
渡
）

五
十
嵐
真
弓　
氏
（
関
川
）

齋
藤　
　
将　
氏
（
三
瀬
）

人
事
案
件
の
結
果
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▼市長提出議案と審議結果
議案番号 議案名 付託委員会 審議結果
議第４号 令和５年度鶴岡市一般会計補正予算（第９号） 予算特別
議第５号 令和５年度鶴岡市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 予算特別
議第６号 令和５年度鶴岡市水道事業会計補正予算（第１号） 予算特別
議第７号 令和６年度鶴岡市一般会計予算 予算特別
議第８号～議第12号　令和６年度鶴岡市特別会計予算 予算特別
議第13号 令和６年度鶴岡市病院事業会計予算 予算特別
議第14号 令和６年度鶴岡市水道事業会計予算 予算特別
議第15号 令和６年度鶴岡市下水道事業会計予算 予算特別
議第16号 鶴岡市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 総　　務

業務の繁忙期であるなど一定の事情が認められる職員について、夏季休暇の取得
可能期間を６月から10月までに拡大するもの

議第17号 鶴岡市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 総　　務
議第18号 鶴岡市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について 総　　務
議第19号 鶴岡市加入者系光ファイバ網使用料及び手数料条例の廃止について 総　　務
議第20号 西目地区土砂災害復旧工事請負契約の一部変更について 総　　務
議第21号 財産の取得について（ロータリ除雪車） 総　　務
議第22号 財産の取得について（小型凍結防止剤散布車） 総　　務
議第23号 財産の取得について（除雪ドーザ） 総　　務
議第24号 財産の取得について（圧雪車） 総　　務
議第25号 鶴岡市空家等の管理及び活用に関する条例の一部改正について 市民文教
議第26号 鶴岡市消防手数料条例の一部改正について 市民文教
議第27号 鶴岡市障害を理由とする差別の解消の推進に関する条例の一部改正について 厚　　生
議第28号 鶴岡市介護保険条例の一部改正について 厚　　生

議第29号 鶴岡市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例等
の一部改正について 厚　　生

議第30号 指定管理者の指定について（鶴岡市第五学区放課後児童クラブ） 厚　　生
議第31号 鶴岡市海岸占用料等徴収条例の一部改正について 産業建設
議第32号 鶴岡市漁港管理条例の一部改正について 産業建設
議第33号 鶴岡市立加茂水族館設置及び管理条例の一部改正について 産業建設

一般の区分の入館者利用料金を引き上げるもの

議第34号 鶴岡市都市計画法に基づく開発行為等の許可の基準に関する条例の一部改正について 産業建設
議第35号 鶴岡市都市公園条例の一部改正について 産業建設
議第36号 鶴岡市法定外公共物の管理に関する条例の一部改正について 産業建設
議第37号 鶴岡市道路占用料徴収条例の一部改正について 産業建設
議第38号 鶴岡市手数料条例の一部改正について 産業建設
議第39号 鶴岡市給水条例の一部改正について 産業建設
議第40号 鶴岡市集落排水処理施設条例の一部改正について 産業建設
議第41号 鶴岡市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 産業建設
議第42号 道の駅あつみ移転整備事業設計建設請負契約の締結について 産業建設
議第43号 人権擁護委員候補者の推薦について 省　　略
議第44号 財産の取得について（小学校教師用教科書・指導書） 省　　略

可　決
（全員賛成）

可　決
（全員賛成）

同　意
（全員賛成）
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議案番号 議案名 付託委員会 審議結果
議第１号 令和５年度鶴岡市一般会計補正予算（専決第１号）の専決処分の承認について 省　　略
議第２号 令和５年度鶴岡市一般会計補正予算（第８号） 省　　略
議第３号 鶴岡市名誉市民の称号を贈ることについて 省　　略

酒井忠久氏に名誉市民の称号を贈るもの

承　認
（全員賛成）

可　決
（全員賛成）

同　意
（全員賛成）

　２月７日に２月臨時会を開催し、予算議案２件、人事案件
１件の審議を行いました。提案説明の後、質疑を行い、表決
の結果、承認、可決及び同意しました。

２月臨時会の概要

班　　名 日　　時 会　　場 テ　ー　マ 参　加　者

総　　務 ２月15日（木）
14：00～16：00

市 役 所
委員会室

朝日・温海地域の課題把握
と地域活性化策

両地域の自治会・自治振興
会役員等　　　　　  10人

市民文教 ２月１日（木）
13：30～15：30

出羽庄内
国 際 村
大ホール

コミュニティセンター及び
地域活動センターの現状と
課題

コミセン及び地域活動セン
ターの事務局長等　  31人

厚　　生 ２月５日（月）
14：00～15：40

市 役 所
委員会室

第９期介護保険事業計画策
定に合わせ、介護現場の現
状と課題の把握

地域包括支援センターケア
マネジャー、訪問介護施設
介護職員等　　　　  14人

産業建設 ２月９日（金）
14：30～16：30

市 役 所
委員会室

本市の未来を見据えた工業
団地

各工業団地入居企業組織代
表者　　　　　　　  ５人

　市民に開かれた議会を目指し、議会について理解を深めてもらうことや、頂いた意見を市政に反映
させていくこと等を目的に、令和２年度から市民との意見交換会を開催しています。
　５年度に開催した意見交換会の概要をお知らせします。

市民との意見交換会を開催 － 市民の声を市政へ －

▼請願と審議結果
請願番号 請願件名 付託委員会 審議結果

請願第１号 地方自治と沖縄の自己決定権を尊重し沖縄県との十分な対話で基地問題の解決に
臨むことを国に求める意見書の提出に関する請願 総　　務 不採択

（賛成少数）

総務班 市民文教班 産業建設班厚生班

▼議員提出議案と審議結果
議案番号 議案名 付託委員会 審議結果
議会第１号 イスラエルとパレスチナの即時停戦等の実現を求める決議について 省　　略
議会第２号 議第７号　令和６年度鶴岡市一般会計予算に関する附帯決議について 省　　略

可　決
（全員賛成）

可　決
（賛成多数）
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令和６年度一般会計予算に関する附帯決議を可決
キッズドームソライ利用料軽減実証事業

附　帯　決　議

３月定例会のポイント

　この事業に対し、審査を所管する予算特別委員
会厚生分科会では、特定の民間事業者に対する支
援になり得ることや市民ニーズとの合致などに関
して多くの質疑がありました。
　予算特別委員会及び本会議では、同事業の予算
についての附帯決議案（内容は下記）が提出され、
質疑・討論の後、賛成多数で可決しました。

３　屋内遊戯施設の整備については、今後幅
広い年齢層のこどもの利用など、市民ニー
ズを調査し精査を進めるとともに、公設公
営を原則とした、無料の自由来館施設を含
めて早急に検討すること。

附帯決議…議決に当たって議会の意見や要
望を付す決議。法的拘束力はないが、執行
部はこれを尊重することが求められる。

　６年度当初予算案では、株式会社ＳＨＯＮＡＩ
が運営するキッズドームソライの利用料軽減の実
証事業に係る予算が計上されました。この事業は、
本市の大型屋内遊戯施設の在り方を検討するに当
たっての基礎データとするため、夏休みを含めた
約３週間、同施設の利用料を軽減するものです。

１　遊戯施設利用料軽減事業補助金に係る実
証事業に当たっては、子育て世代全般に受
益の公平性を担保し実施すること。

２　子育て世代に選ばれる鶴岡市を目指すた
めに、広大な行政区域を有する鶴岡市全体
の屋内・屋外施設を含めた遊び場整備構想
を早急に策定すること。

　遊戯施設利用料軽減事業補助金に係る実証事業については、既存の屋内遊戯施設を前提とした
事業実施であり、幅広い市民ニーズを反映することに対し懸念が生じるところである。
　子育て世代の負担軽減とはいえ、実質的には一民間事業者の事業運営に対する公的支援となる
印象は拭えない。保護者から屋内の遊び場整備も要望をされていることを踏まえ、子育て世代を
はじめとする市民ニーズ調査を実施し、その結果を踏まえ、鶴岡市に必要な屋内・屋外遊戯施設
の整備に向けた検討を実施することが望まれる。
　よって、予算執行に当たっては、下記の事項について十分配慮することを強く求める。

予算特別委員会厚生分科会での審査　－質疑の一部を紹介します－

実証事業を通してソライの利用料軽減に対する
ニーズを見極めるだけでなく、子どもの遊び場
整備について多角的な視点で調査しながら、そ
の適切な方法を考えていく。

キッズドームソライ（北京田）

問

答

問

答今後継続してソライの利用料軽減に取り組む場
合、民間事業者に対し継続的に公費を投入する
ことになるが、方向性として正しいのか。
補助金や委託料としてソライへの支出はあるか
もしれないが、その場合、目的はあくまでも利
用料の負担を軽減してほしいという市民の要望
に応えることである。
ソライの利用料軽減の継続が前提ではなく、屋
内遊戯施設の在り方を考えていく上での判断材
料を得ることが今回の事業の目的なのか。
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委
員　
ウ
ェ
ブ
で
も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
公
表
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
保
守

管
理
業
務
の
概
要
は
。

防
災
安
全
課
長　
５
年
度
は
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
作
業
を
行
っ

て
い
る
が
、
６
年
度
か
ら
従
前
の
紙
で

の
配
付
に
加
え
、
ウ
ェ
ブ
版
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
公
表
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
こ
の
作
成
業
務
に
加
え
、

必
要
な
デ
ー
タ
保
存
や
保
守
管
理
、
年

１
回
程
度
の
内
容
の
更
新
を
業
者
に
委

託
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
洪
水
及

び
津
波
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
ウ
ェ
ブ

版
で
公
表
す
る
。

委
員　
以
前
は
自
主
防
災
組
織
の
活
動

に
対
す
る
補
助
制
度
が
あ
っ
た
が
、
現

在
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
、
補
助
制
度
の
新
設
な
ど
自
主
防
災

組
織
へ
の
支
援
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

防
災
安
全
課
長　
以
前
の
よ
う
な
自
主

防
災
組
織
の
活
動
に
限
定
し
た
補
助
制

委
員　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
※
）
導
入
可
能
性
調

査
業
務
委
託
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
市
が
独
自
で
調
査
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入

に
よ
り
、
給
食
受
託
業
者
が
経
営
破
綻

し
た
例
も
あ
る
が
、
見
解
は
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　
導
入
可
能

性
調
査
は
、
詳
細
か
つ
専
門
的
な
も
の

と
な
る
た
め
、
専
門
知
識
を
有
す
る
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
に
委
託
す
る
も
の

で
あ
る
。ま
た
、本
市
で
は
学
校
給
食
の

食
材
費
を
市
の
予
算
で
賄
っ
て
い
る
が
、

給
食
受
託
業
者
が
経
営
破
綻
し
た
事
例

に
お
い
て
は
、
食
材
費
込
み
で
受
託
し

て
い
た
こ
と
や
、
著
し
い
低
価
格
で
落

札
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
破
綻
の
要
因

と
認
識
し
て
い
る
。今
後
は
、議
会
や
市

民
に
対
し
、
調
査
の
進
捗
状
況
や
結
果

を
適
宜
公
表
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

予
算
特
別
委
員
会

　
市
民
文
教
分
科
会

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
総
務
分
科
会

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
公
表

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
は

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備

特
別
展
「
和
食
〜
日
本
の
自
然
、

人
々
の
知
恵
〜
」
開
催

高
校
生
等
遠
距
離
通
学
費
支
援

事
業
の
全
市
展
開
は

委員会審査
提出された議案をそれぞれ所管の
委員会に付託して審査します。
審査の主なものを掲載します。

委
員　
開
催
に
か
か
る
運
営
業
務
の
委

託
先
と
、
開
催
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る

効
果
は
。

食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
長　
国
立
科

学
博
物
館
で
２
月
ま
で
開
催
さ
れ
て
い

た
特
別
展
の
全
国
巡
回
展
第
１
弾
と
し

て
実
施
す
る
こ
の
和
食
展
は
、
ユ
ネ
ス

コ
食
文
化
創
造
都
市
認
定
10
周
年
記
念

事
業
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
特
別
展
覧

会
も
兼
ね
て
お
り
、
同
施
設
の
指
定
管

理
者
で
あ
る
鶴
岡
市
開
発
公
社
に
運
営

つ
る
お
か
エ
ー
ル
奨
学
金
返
済

支
援
事
業
の
対
象
拡
大
は

委
員　
令
和
６
年
度
か
ら
こ
の
奨
学
金

返
済
支
援
制
度
の
対
象
を
拡
大
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
方
を
対
象

に
加
え
る
の
か
。

若
者
・
子
育
て
世
代
応
援
推
進
室
長　
こ

れ
ま
で
公
務
員
に
な
っ
た
方
は
返
済
支

援
の
対
象
外
と
し
て
い
た
が
、
庄
内
南

部
の
基
幹
病
院
で
あ
る
荘
内
病
院
の
看

護
師
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
同
病
院
の
看
護
師
に
な
っ
た

場
合
に
限
り
、
対
象
に
加
え
る
も
の
で

あ
る
。

委
員　
６
年
度
か
ら
全
市
展
開
さ
れ
る

が
、
対
象
者
と
利
用
者
数
の
想
定
は
。

地
域
振
興
課
長　
こ
れ
ま
で
朝
日
地
域

と
温
海
地
域
の
高
校
生
を
支
援
対
象
と

し
て
き
た
が
、
６
年
度
か
ら
全
市
域
の

高
校
生
に
対
象
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
な
い
こ
と
を
考
慮
し

致
道
館
中
学
校
の
生
徒
も
対
象
と
す
る
。

　

支
援
の
内
容
は
、
月
額
５
、０
０
０

円
を
超
え
る
分
の
定
期
代
を
補
助
す
る

も
の
で
あ
り
、
対
象
者
は
高
校
生
が
約

１
、５
２
０
人
、
中
学
生
が
約
50
人
で
、

そ
の
う
ち
４
６
２
人
が
利
用
す
る
と
試

算
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
宅
か
ら
最
寄

り
の
駅
や
バ
ス
停
ま
で
の
距
離
が
２
㎞

以
上
あ
り
、
そ
の
区
間
の
送
迎
に
係
る

ガ
ソ
リ
ン
代
の
一
部
を
補
助
す
る
支
援

に
つ
い
て
は
、
対
象
者
が
約
１
７
０
人

で
、
そ
の
う
ち
70
人
が
利
用
す
る
と
試

算
し
て
い
る
。

度
は
な
い
が
、
現
在
は
自
治
会
等
が
実

施
し
た
い
事
業
に
自
由
に
充
当
で
き
る

よ
う
、
総
合
交
付
金
を
交
付
し
て
い
る
。

な
お
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
地
区
防

災
計
画
の
策
定
と
更
新
、
ま
た
、
計
画

に
基
づ
く
活
動
に
対
し
て
支
援
す
る
た

め
、
６
年
度
に
地
区
防
災
計
画
普
及
事

業
補
助
制
度
を
新
設
し
、
１
組
織
へ
の

補
助
上
限
を
３
万
円
と
し
て
、
20
組
織

に
交
付
で
き
る
よ
う
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。

※ＰＦＩ…P
プライベート
rivate F

ファイナ ン ス
inance I

イ ニ シ ア チ ブ
nitiative。民間の資金と経営能力・技術力を活用し、

公共施設等の建設や維持管理等を行う公共事業の手法。

業
務
を
委
託
す
る
。
こ
の
和
食
展
を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
市
民
に
食
文
化

の
価
値
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
市
外
か
ら
の
観
光
誘
客
も
期
待
し

て
い
る
。
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委
員　
６
年
７
月
に
利
用
料
金
が
一
般

で
１
、０
０
０
円
か
ら
１
、５
０
０
円
に

増
額
改
定
さ
れ
る
が
、
参
考
と
し
た
他

施
設
は
あ
る
か
。

観
光
物
産
課
長　
秋
田
県
の
男
鹿
水
族

館
、
新
潟
県
の
マ
リ
ン
ピ
ア
日
本
海
、

施
設
規
模
は
大
き
い
が
福
島
県
の
ア
ク

ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
、
宮
城
県
の
仙
台

う
み
の
杜
水
族
館
な
ど
、
近
県
の
水
族

館
の
利
用
料
金
を
検
討
材
料
と
し
て
調

査
し
た
。
検
討
の
結
果
、
１
、５
０
０

円
が
妥
当
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

委
員　
一
般
料
金
の
５
割
増
は
高
過
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
。
市
民
が
加
茂
水
族

館
を
中
心
に
観
光
を
盛
り
上
げ
て
い
く

機
運
の
高
ま
り
が
必
要
で
あ
り
、
市
民

第
一
で
考
え
て
ほ
し
い
が
、
見
解
は
。

観
光
物
産
課
長　
同
館
は
世
界
に
通
用

す
る
施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

同
館
と
も
打
合
せ
の
上
、
内
容
に
見
合

う
料
金
だ
と
判
断
し
た
。
今
後
は
、
ク

ラ
ゲ
展
示
を
80
種
類
か
ら
１
０
０
種
類

委
員　
生
活
保
護
世
帯
の
推
移
と
、
高

齢
者
世
帯
数
の
割
合
は
。
ま
た
、
生
活

保
護
費
が
増
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

福
祉
課
長　
４
年
度
中
の
平
均
生
活
保

護
世
帯
数
が
１
、１
４
０
世
帯
で
あ
る

の
に
対
し
、６
年
１
月
末
現
在
で
は
、１
、

１
６
１
世
帯
に
増
え
て
い
る
。
そ
の
う

ち
高
齢
者
世
帯
は
６
５
８
世
帯
で
、
全

体
の
57
％
を
占
め
る
。
予
算
の
増
額
理

由
は
、
高
齢
者
世
帯
の
増
加
に
よ
る
医

療
・
介
護
扶
助
の
増
額
で
あ
る
。
ま
た
、

５
年
10
月
に
生
活
保
護
費
の
見
直
し
が

委
員　
６
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
と
し

て
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
、
地
域
の

福
祉
力
強
化
推
進
事
業
の
概
要
は
。

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
長　
こ
の
事
業

は
、
地
域
の
多
様
な
主
体
に
よ
る
地
域

課
題
解
決
力
の
強
化
と
、
そ
れ
を
支
え

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
の
育
成
を
図
る

も
の
で
、
６
年
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
（
※
）
研
修
会
の

開
催
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

座
談
会
等
を
開
催
し
、
地
域
の
実
情
を

把
握
し
て
い
く
と
と
も
に
、
自
治
組
織

と
連
携
し
た
買
い
物
支
援
の
実
証
実
験

な
ど
も
予
定
し
て
い
る
。

委
員　
産
業
団
地
の
開
発
に
つ
い
て
、

進
捗
状
況
と
６
年
度
の
事
業
内
容
は
。

産
業
強
化
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
長

開
発
業
務
の
委
託
先
で
あ
る
鶴
岡
市
開

発
公
社
に
お
い
て
、
５
年
度
は
、
境
界

立
会
や
地
質
調
査
を
行
い
、
雨
水
排
水

対
策
を
含
め
た
今
後
の
土
地
利
用
の
在

り
方
を
整
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
村

産
業
法
に
基
づ
く
産
業
導
入
実
施
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
計
画

策
定
後
に
農
用
地
の
除
外
手
続
き
を
進

め
る
。
９
年
度
の
分
譲
開
始
を
目
標
に
、

６
年
度
は
、
開
発
公
社
が
行
う
実
施
設

計
や
公
共
施
設
整
備
に
必
要
な
用
地
費
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
厚
生
分
科
会

予
算
特
別
委
員
会

　
産
業
建
設
分
科
会

加
茂
水
族
館
の
利
用
料
金
　

　
　
　
　
　
　
　
増
額
改
定
は

生
活
保
護
費
の
増
額
理
由
は

地
域
の
福
祉
力
を
高
め
る
取
組
と
は

鶴
岡
西
工
業
団
地
に
隣
接
す
る

　
　
産
業
団
地
の
開
発
状
況
は

委
員　
赤
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

概
要
と
今
後
の
計
画
は
。

都
市
計
画
課
長　
本
事
業
は
、
２
年
度

か
ら
９
年
度
ま
で
を
事
業
期
間
と
し
、

日
常
的
に
人
が
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
い
を

創
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
赤
川
沿
い

の
大
半
田
地
内
か
ら
黒
川
地
内
の
約

８・
４
㎞
に
わ
た
っ
て
、
園
路
整
備
等

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
３
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
は
下
流
域

の
赤
川
河
川
緑
地
を
事
業
区
域
と
し
て

整
備
し
、
７
年
度
か
ら
９
年
度
に
か
け

て
は
上
流
域
の
櫛
引
総
合
運
動
公
園
等

で
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
６
年
度
は
、

下
流
域
の
駐
車
場
の
区
画
線
塗
装
、
園

路
舗
装
、
水
栓
設
備
の
整
備
、
照
明
灯

整
備
を
検
討
し
て
お
り
、
上
流
域
で
は

整
備
に
向
け
た
実
施
設
計
を
行
う
。

河
川
緑
地
を
生
か
し
た
に
ぎ
わ
い
を

赤川沿いのにぎわいの様子
「赤川さくらマルシェ」

加茂水族館入り口のシンボル

あ
り
、
物
価
高
騰
を
考
慮
し
た
特
例
措

置
と
し
て
、
１
人
月
額
１
、０
０
０
円

を
上
乗
せ
し
て
い
る
こ
と
も
要
因
で
あ

る
。

※コミュニティソーシャルワーク…様々な生活課題を抱えた人に対し、その相談に応じ、
地域ぐるみで住民の生活の質を高めていく活動。

に
増
や
す
計
画
も
あ
り
、
運
営
の
充
実

に
努
め
て
い
き
た
い
。

事
務
費
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、

順
次
、
取
組
を
進
め
る
。
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大規模災害発生時の避難所開設の課題は
創政クラブ

総括質問
市長提出議案に対して、

会派を代表して質問します。
各議員１項目について概要をお知らせします。

YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議の生中継・録画配信を行っています。

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画配信や会議録で全てご覧いただけます。
原稿は質問した議員本人の責任において執
筆しています。

YouTube　鶴岡市議会
※会議録の公開には一定の期間を要します。

人口減少を見据えた行財政運営の健全化は
創政クラブ 議員

議員

佐
さ

藤
と う

昌
ま さ

哉
や

佐
さ

藤
と う

久
ひ さ

樹
き

市
政
運
営
、
予
算
編
成
、

医
療
提
供
体
制
の
充
実
、

国
際
化
の
推
進

ほかの質問

農
林
水
産
業
振
興
、

工
業
振
興
、
観
光
振
興
、

中
心
市
街
地
活
性
化

ほかの質問

議
員　
本
市
の
将
来
人
口
予
測

は
、
現
在
の
11
万
８
、
０
０
０

人
か
ら
２
０
４
０
年
に
は
９

万
４
、
０
０
０
人
、
２
０
６
０

年
に
は
６
万
７
、
０
０
０
人
と
な
っ

て
い
る
。
広
大
な
行
政
区
域
を
有
す

る
本
市
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
財
源

の
創
出
、
歳
出
削
減
を
図
り
な
が
ら

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
行
政
組

織
や
財
政
運
営
を
健
全
化
し
て
い
く

の
か
。

市
長　
新
産
業
団
地
等
へ
の
企
業
誘

致
で
法
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、

雇
用
者
の
増
加
に
よ
る
個
人
市
民
税

の
増
収
を
図
り
、
事
業
予
算
の
重
点

化
や
事
務
事
業
の
見
直
し
の
徹
底
等

で
歳
出
削
減
に
努
め
る
。
ま
た
、
地

域
特
性
を
踏
ま
え
、
中
心
市
街
地
と

地
域
拠
点
を
そ
れ
ぞ
れ
コ
ン
パ
ク
ト

に
形
成
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る

多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ま
ち
づ
く
り

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に

努
め
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
業

務
の
効
率
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
組
織
体
制
を
構
築
す
る
。

議
員　
能
登
半
島
地
震
で
は
、

本
市
に
も
津
波
警
報
が
発
表

さ
れ
、
避
難
を
実
施
し
た
。

避
難
所
で
の
課
題
と
、
避
難

所
開
設
の
基
準
や
住
民
へ
の
周
知
方

法
は
。

市
長　
こ
の
た
び
の
津
波
警
報
に
よ

る
避
難
の
課
題
と
し
て
、
避
難
し
た

も
の
の
、
空
腹
や
寒
さ
で
多
く
の
方

が
警
報
解
除
前
に
帰
宅
し
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
は
、
寒
さ
対
策

や
防
災
資
機
材
、
食
料
備
蓄
等
の
課

題
を
精
査
し
、
防
災
対
策
の
改
善
を

進
め
る
。
避
難
指
示
等
を
発
令
し
た

際
は
、
避
難
所
を
開
設
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
開
設
初
期
段
階
で
は
、

地
域
防
災
計
画
及
び
避
難
所
開
設
・

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
地
域

の
自
主
防
災
会
が
避
難
所
を
運
営
す

る
。
そ
の
際
の
市
の
役
割
と
し
て
は
、

必
要
物
資
等
の
把
握
や
暖
房
機
器
、

食
料
の
提
供
と
ト
イ
レ
等
の
環
境
整

備
が
あ
る
。
住
民
へ
の
避
難
所
開
設

の
周
知
は
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
情
報
提

供
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
て
い
る
。
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公共・公務の役割の再認識を
日本共産党鶴岡市議団 議員菅

すが

井
い

巌
いわお

物
価
高
騰
対
策
、
防
災
、

特
別
会
計
・
保
険
事
業
、

学
校
教
育
の
課
題

ほかの質問

子どもの遊び場づくりを幅広く進めるべき

鶴岡WBCプロジェクト発足の経緯と内容は

鶴岡市議会公明党

市民の声・鶴岡

議員

議員

黒
くろ

井
い

浩
ひ ろ

之
ゆ き

遠
え ん

藤
ど う

初
は つ

子
こ

公
共
施
設
の
耐
震
化
状
況
、

加
茂
水
族
館
利
用
料
金
改

定
、
デ
ジ
タ
ル
化
戦
略

ほかの質問

荘
内
病
院
、
医
療
的
ケ
ア

児
者
と
家
族
支
援
、

食
文
化
、
新
図
書
館

ほかの質問

※鶴岡ＷＢＣプロジェクト…Ｗ（若者）、Ｂ（b
バ ー ス
irth：発想を生み出す）、Ｃ（c

チ ャ レ ン ジ
hallenge：困難な課題にチャレンジ）若手職員が柔軟な発想を生み出すことにより、本市

が抱える困難な課題の解決に向けてチャレンジしていく取組。

議
員　
小
規
模
な
公
園
で
は
、

老
朽
化
し
た
危
険
な
遊
具
が

撤
去
さ
れ
た
後
に
、
新
た
な

遊
具
が
設
置
さ
れ
な
い
事
例

も
見
ら
れ
る
。
公
園
遊
具
の
整
備
の

優
先
順
位
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

市
長　
町
や
学
区
を
越
え
て
多
く
の

子
ど
も
が
利
用
す
る
大
・
中
規
模
な

公
園
に
は
、
大
型
遊
具
等
の
重
点
的

な
配
置
を
進
め
て
い
る
。
小
規
模
な

公
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
園
や
小
学

校
等
の
近
隣
に
設
置
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
利
用
が
多
い
公
園
へ
の
整
備
の

優
先
度
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
既
存
施
設
を
使
い
や
す
く
す

る
た
め
の
幅
広
い
検
討
が
子
育
て
支

援
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
ソ
ラ
イ

や
加
茂
水
族
館
、
ス
パ
ー
ル
な
ど
の

屋
内
施
設
全
般
に
使
え
る
子
ど
も
優

待
券
の
配
付
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

市
長　
優
先
度
を
見
極
め
な
が
ら
各

種
子
ど
も
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
子
ど
も
や
保
護
者
等
の
意
見
を

取
り
入
れ
つ
つ
、
同
優
待
券
に
つ
い

て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
※
）
を
立
ち
上
げ
た
経
緯

と
活
動
内
容
は
。

市
長　
昨
年
６
月
、私
が「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」

に
就
任
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
若
手

職
員
が
子
育
て
施
策
へ
の
提
言
や
政

策
提
案
に
取
り
組
む
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
を
開
始
し
た
。
半
年
に
わ

た
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ニ
ー
ズ
調
査

が
重
ね
ら
れ
、
３
事
業
の
提
案
が
あ

っ
た
。
こ
の
う
ち
、
伴
走
型
相
談
支

援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
妊
娠
・
出

産
し
た
方
に
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ギ

フ
ト
の
贈
呈
を
行
う
事
業
と
、
高
校

生
が
放
課
後
の
送
迎
待
ち
や
学
習
に

使
え
る
よ
う
、
に
こ
♥

ふ
る
１
階
を

活
用
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
た
。
若

手
職
員
が
人
口
減
少
に
危
機
感
を
持

ち
、
庁
内
横
断
的
に
協
力
・
連
携
し

て
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
人

材
育
成
の
効
果
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。

６
年
度
も
継
続
し
、
若
手
職
員
の
発

想
を
生
か
し
た
子
ど
も
施
策
の
企

画
・
立
案
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員　
定
員
適
正
化
計
画
に

よ
る
職
員
削
減
は
、
会
計
年

度
任
用
職
員
や
民
間
委
託
等

へ
の
転
換
に
つ
な
が
り
、
公

共
・
公
務
の
役
割
の
後
退
が
懸
念
さ

れ
る
。
頻
発
し
て
い
る
災
害
対
応
や

市
の
重
点
施
策
、
子
育
て
や
医
療
、

介
護
・
福
祉
、
産
業
振
興
、
施
設
整

備
、
教
育
、
地
域
振
興
等
の
課
題
解

決
を
図
る
上
で
、
公
共
・
公
務
の
充

実
こ
そ
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
長　
多
様
化
す
る
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
効
率
的
か
つ
弾
力
的
に

業
務
を
遂
行
で
き
る
体
制
の
構
築
を

目
指
す
。
課
題
の
緊
急
性
や
重
要
度

に
応
じ
た
職
員
の
増
減
員
を
行
い
な

が
ら
、
計
画
期
間
内
で
目
標
達
成
で

き
る
よ
う
、
定
員
管
理
を
進
め
る
。

議
員　
市
の
事
業
計
画
に
お
い
て
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
の
検
討
は
す
べ
き
で
な

い
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
長　
一
定
規
模
の
公
共
施
設
整
備

に
当
た
っ
て
は
、
従
来
型
手
法
と
の

比
較
検
討
を
実
施
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入

の
効
果
を
調
査
し
た
上
で
判
断
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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将来の財政運営の見通しは
市民フォーラム 議員工

く

藤
ど う

博
ひろし

市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り

ほかの質問

誰一人取り残さない、地域包括ケアの実現は
ＳＤＧｓ鶴ヶ岡 議員田

た

中
な か

宏
ひろし

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

ほかの質問
議
員　
医
療
と
介
護
・
福
祉

の
連
携
推
進
や
切
れ
目
の
な

い
提
供
体
制
の
構
築
、
市
民

の
医
療
リ
テ
ラ
シ
ー（
※
１
）

向
上
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

市
長　
地
域
包
括
ケ
ア
パ
ス（
※
２
）

の
拡
大
に
向
け
て
、
介
護
・
福
祉
施

設
等
の
参
画
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、

円
滑
に
医
療
か
ら
介
護
に
つ
な
ぐ
取

組
と
し
て
、
要
介
護
認
定
を
約
１
週

間
に
短
縮
す
る
介
護
認
定
フ
ァ
ス
ト

パ
ス
を
試
験
的
に
実
施
し
た
。
４
年

度
か
ら
市
民
勉
強
会
を
行
う
な
ど
、

地
域
医
療
の
現
状
や
課
題
に
関
す
る

市
民
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。

議
員　
全
世
代
全
対
象
型
地
域
包
括

ケ
ア
実
現
に
向
け
た
市
長
の
決
意
は
。

市
長　
総
合
計
画
で
は
、
地
域
医
療

提
供
体
制
を
維
持
し
、
行
政
・
医
療

機
関
・
福
祉
事
業
所
等
が
連
携
し
、

顔
の
見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

や
在
宅
医
療
の
充
実
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
医

療
・
介
護
・
生
活
支
援
の
一
体
的
な

提
供
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

議
員　
６
年
度
の
当
初
予
算

額
は
合
併
以
降
２
番
目
に
大

き
い
規
模
だ
が
、
そ
の
要
因

は
。

市
長　
朝
暘
五
小
改
築
事
業
、
朝
日

庁
舎
改
築
事
業
、
産
業
団
地
開
発
推

進
事
業
で
約
21
億
７
、０
０
０
万
円
、

荘
内
看
護
専
門
学
校
の
整
備
等
に
よ

る
病
院
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
が
約

９
億
２
、０
０
０
万
円
と
、
主
に
投

資
的
経
費
の
増
加
が
要
因
で
あ
る
。

議
員　
学
校
給
食
の
無
償
化
や
キ
ッ

ズ
ド
ー
ム
ソ
ラ
イ
の
利
用
料
軽
減
を

は
じ
め
、
新
規
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
事

業
と
し
て
１
０
５
事
業
に
係
る
予
算

が
36
億
円
超
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

将
来
の
財
政
見
通
し
は
。

市
長　
産
業
振
興
に
よ
る
税
源
の
安

定
的
な
確
保
に
努
め
る
ほ
か
、
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
く
事
業

に
対
し
予
算
の
重
点
化
を
図
り
、
事

務
事
業
の
見
直
し
や
行
財
政
改
革
を

進
め
る
。
そ
し
て
、
中
期
的
な
財
政

見
通
し
を
持
ち
な
が
ら
、
毎
年
の
予

算
編
成
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
、
財

政
運
営
の
持
続
性
を
確
保
し
て
い
く
。

※１　リテラシー…自分に合った情報を探し、理解し、活用する能力。
※２　地域包括ケアパス…患者に関する情報を医療機関や介護・福祉施設等が共有することで、安心して治療を受けることができ、在宅生活への移行をスムーズに行

うことができるもの。

百条委員会 報告書提出
全ての調査を終了

パワハラ疑惑に関する調査報告書を提出し、
ハラスメント防止条例の制定などを提言

と認定することはできませんでした。
　また、市政において、ハラスメントに該当する
行為があってはならないことから、第三者機関に
よるハラスメント相談窓口の設置やハラスメント
防止条例の制定、職員との信頼関係構築などを提
言しました。
　この報告書をもって、同委員会に付託された２
つの調査事項（※）の調査は全て終了しました。

　同委員会は、皆川治市長の本市職員に対するパ
ワハラ疑惑に関する事項についての調査報告書を
まとめ、３月５日の本会議で報告しました。
　職員アンケートや証人尋問などの調査の結果、
「パワハラとなり得る言動はあった」とする意見
があった一方、「パワハラの事実が不鮮明で確認
することができない」などの意見もあり、採決の
結果、委員会として「パワハラとなり得る言動が
あった」と判断。しかし、それを裏付ける音声や
映像などの客観的な証拠は確認できず、パワハラ

※調査事項…①鶴岡市長選挙における選挙運動費用収支報告書不記載・訂正等問題に関する事項　②本市職員に対するパワハラ疑惑に関する事項

調査報告書は市議会ホームページに
掲載しています。
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一般質問
市政全般について考え方や方針などを

市当局に質問します。
各議員１項目について概要をお知らせします。

YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議の生中継・録画配信を行っています。

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画配信や会議録で全てご覧いただけます。
原稿は質問した議員本人の責任において執筆
しています。
※会議録の公開には一定の期間を要します。
※総括質問を行った議員を除く18人の質問を掲載します。

サイエンスパーク内に
公園整備を

議員　サイエンスをコンセプトとした、数学や
科学、健康医学を取り入れた他に類を見ない公
園をパーク内に整備すべきと考える。市民や研
究者の知的好奇心を高め、気分転換や新たな発
想の気付きになり、子どもにとっても公園での
体験は大きな財産になると思われるが、見解は。
企画部長　公園整備は、市民や研究者にとって
はそのようなメリットがあるほか、来訪者が増
加しているサイエンスパークの観光地としての
価値向上も期待できる。今後、サイエンスパー
クの拡張を具体的に検討することになった場合
は、公園整備の視点も考慮に入れていきたい。

ピッグスキン（豚皮）、市役所・荘内病院の食堂

富
と

樫
がし

正
まさ

毅
き

議員

ほかの質問 

市立図書館改築
スケジュールや運営手法は

議員　市立図書館は築39年になり、建物の老
朽化や開架スペース不足が課題になっている。
また、併設する郷土資料館には貴重な歴史資料
が集積されているが、収蔵スペースが不足して
いると認識している。改築に向けてのスケジュ
ールや運営手法は。
教育部長　改築に向けて、令和６年度に検討会
議を立ち上げ基本構想を策定し、７年度には基
本計画を策定する予定である。策定に当たって
は、子どもをはじめ様々な立場の市民の意見を
聴く機会を設け、基本構想、基本計画を策定す
る中で運営手法を検討していく。

市民の安全・安心

長
は せ が わ

谷 川 剛
つよし

議員

ほかの質問 

国際化を推進する人材を
育成せよ

議員　本市の国際化を推進するための人材育成
の方策として、東北公益文科大学に新設される
予定の「国際コミュニケーション学科」の学生
や教職員、研究者などの有識者との連携を深め、
活用してはどうか。
企画部長　開設予定の同学科は、徹底した英語
教育や異文化理解の学習などにより、地域社会
のグローバル化やグローバル社会の持続的発展
に貢献する人材の育成を行うと伺っている。市
でも、学生や教員と連携・協力し、多文化共生
や地域活性化に取り組むことが重要と考えてお
り、今後も連携と取組を進めていく。

離婚相談事業

秋
あき

葉
ば

　　 雄
ゆう

議員

ほかの質問 

YouTube　鶴岡市議会
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障害児者福祉計画の
重層的支援体制整備後は

議員　障害児者・高齢者・子ども・生活困窮者
を一体的に支援する重層的支援体制整備事業は、
福祉施策を進める上での一つの手段である。７
年度以降の本格実施に向けた福祉のデザインは。
健康福祉部長　体制整備の過程で生じた課題を
検証し、専門家と意見交換しながら相談支援体
制を強化していき、全世代を対象にした地域包
括ケアの展開により、福祉新時代を築いていく。
議員　特別支援教育推進計画の策定状況は。
教育長　計画は策定していないが、県の第４次
推進プランを基本に特別支援教育を推進してい
きたい。

なし

佐
さ

藤
とう

博
ひろ

幸
ゆき

議員

ほかの質問 

地域医療支援病院の
医療機器の共同利用は

議員　地域医療支援病院である荘内病院の医療
機器は市民の財産である。市民の命を守る観点
から、全ての医療機器について、ほかの医療機
関と共同利用をすべきでは。
病院事業管理者　医療機器の共同利用は、ＭＲ
ＩやＣＴ、骨塩定量検査で行っている。これら
の検査は身体に大きな負担を与えることなく実
施できることから、広く利用されている。医療
機器の共同利用は地域医療支援病院の役割であ
り、できる限り地域医療機関の要望に応えてい
くべきと考えるが、身体に負担が大きい検査機
器など、機器によっては適さないものもある。

次期鶴岡市障害者保健福祉計画、
ファミリーサポート事業への支援

坂
さか　も と

本 昌
まさ

栄
え

議員

ほかの質問 

ニューブランズウィック
市訪問団の取組は

議員　盟約60年を超える姉妹都市である同市
には、６年度、中学生派遣事業とは別に市長を
筆頭にした訪問団を派遣するようだが、予算や
派遣者の構成、日程、交流の意義や効果は。
企画部長　派遣費用合計686万円を計上し、市
長、議会１人、友好協会２人、教育委員会２人
などの合計10人の訪問団を予定している。日
程は６月下旬に４泊６日で、同市長との面談や
大学等への訪問を予定している。中学生や市訪
問団が同市の様々な方と交流することで、多文
化共生意識の醸成や、国際化に対応できる人材
育成などにつながるものと考えている。

鶴岡市の教育デザイン

本
ほん

間
ま

正
まさ

芳
よし

議員

ほかの質問 

小中一貫教育導入の
リスクを検討したか

議員　小中一貫教育の導入で想定されるリスク
について、どの程度検討したのか。
教育長　教員の負担が増えることは否めず、小
中連携教育の従来の取組を整理・活用して負担
軽減に努める。豊浦地区、朝日地域は１小学校
１中学校で、以前から小中一貫教育を行ってお
り、不登校が少なくなるなど効果が現れている。
議員　もし藤島地域に小中一貫校、義務教育学
校（※）ができた場合、普通の小学校で卒業さ
せたいと思う親はどうすればいいのか。
教育長　形は若干違うが、普通の小学校も義務
教育学校も、変わらないものと考えている。

少子化対策

加
か

藤
とう

鑛
こう

一
いち

議員

ほかの質問 

※義務教育学校…小中一貫教育の取組で、一人の校長・一つの教職員組織の下、義務教育９年間の学校教育目標を設定し、９年間の系統性を確保した教育課程を編成・
実施する学校。
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旧簡易水道施設の
安全確保を

議員　櫛引・朝日地域の一部地区及び豊浦地区、
温海地域の旧簡易水道施設の強じん化と水質の
安全確保に向けた本市の取組は。
上下水道部長　自己水源から消毒後に配水して
いる旧簡易水道施設では、消毒のための滅菌設
備のほか、水質の監視に必要な計器類の機能維
持が必要であり、日常的な管理に加え、水道施
設機器設備更新計画に基づき更新していく。ま
た、上下水道部事業継続計画に基づく応急給水
訓練を実施し災害に備え、災害発生時は必要に
応じて国や県、日本水道協会等に支援要請を行
い、飲料水の確保を図っていく。

災害に向けた対応

本
ほん

間
ま

新
しん

兵
べ

衛
え

議員

ほかの質問 

農業経営者育成学校
ＳＥＡＤＳの実態は

議員　指導体制と経営実態及び費用対効果は。
農林水産部長　開校当初は学校の管理運営を委
託していたが、現在は、農業指導や学校運営に
豊富な経験を持つ校長をはじめ、農業技術や就
農支援のアドバイザー等９人を市の雇用で配置
し、きめ細かな対応を行っている。４年度決
算の歳出は合計4,690万円、歳入は国からの補
助金を含め合計620万円である。ＳＥＡＤＳは、
農業人材や事業承継者を輩出する公益的な投資
事業であり、農産物産出による経済効果に加え、
ＵＩターンによる人口増などの波及効果もある。
市の負担が少なくなるよう引き続き努めていく。

公・民の日帰り温泉施設運営

小
お

野
の

由
よし

夫
お

議員

ほかの質問 

スポーツ・文化施設
使用料の減免の在り方は

議員　プロの施設使用料の減免は、市民にメリ
ットがあるのか疑問に思う。施設使用料の基準
と減免の事例、その減免に至った経過は。
教育部長　スポーツ施設の使用料は、アマチュ
アとそれ以外を入場料の有無で区分し、最大４
倍の開きがある。文化施設では入場料の有無や
曜日等で区分し、最大2.6倍の開きがある。主
な事例では、県内のプロバスケットボールチー
ムの公式戦での使用料２分の１を減免した。当
初減免は難しいと判断したが、県内他市では減
免したことや競技力向上、プロスポーツとの連
携による地域づくり等を勘案して減免した。

繰越明許

渋
しぶ

谷
や

耕
こう

一
いち

議員

ほかの質問 

能登半島地震での課題を
踏まえた対応方針は

議員　鼠ヶ関の避難所では、飲料水の備蓄がな
く、自主防災会が地元のスーパーにお願いして
急きょ提供してもらった。食料や飲料を扱う店
舗との協定が必要と考えるが、現状と方針は。
危機管理監　現在、食料や飲料水の確保につい
て７者と協定を結んでいるが、今回の地震が正
月の夕方に発生したため、協定先からの調達は
困難だった。今後は、この経験を生かして、コ
ンビニを含む新たな協定締結先を確保すること
や、既に協定を締結している企業等と災害時の
具体的な対応方法を改めて確認することなどを
検討し、連携の強化を図っていく。

なし

五
い か ら し

十嵐 一
かず　ひ こ

彦議員

ほかの質問 
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パブリックコメントの
結果と意見反映は

議員　鶴岡型小中一貫教育基本計画案のパブリ
ックコメントの提出者数と件数は。
教育長　29人から102件寄せられた。
議員　現在パブリックコメントを実施している
次期教育大綱案から「超過勤務の縮減等の働き
方改革を推進し」という部分を削除した理由は。
教育長　該当部分における「働き方改革」とは、
教職員に限らず広く社会全体の働き方を見直す
ことを指している。そのため、現行のままでは
教職員の超過勤務時間のみを想起させ、誤解が
生じると判断して削除したが、パブリックコメ
ントを参考にし、今後更に検討していく。

パブリックコメント、防災体制

南
なん

波
ば

　　　純
じゅん

議員

ほかの質問 

災害時の避難所環境
改善のためルール化を

議員　能登半島地震では避難所での災害関連死
が発生している。イタリアのように、発災後48
時間以内にバリアフリー型の清潔なトイレトレー
ラーの配備や、体感温度が10度違う段ボールベ
ッドの提供、キッチンカーや給食との連携で温
かい食事を提供することをルール化しては。
危機管理監　トイレトレーラーは、整備費用や
管理・運用面の課題があり、先進自治体事例を
研究していく。市では段ボールベッドを約1,300
台保管しており、避難所に配備しておくことを検
討している。温かい食事の提供については、キ
ッチンカー等との連携を含め研究していく。

観光ＣＲＭと顧客管理、浮体式洋上風力発電

草
くさ

島
じま

進
しん

一
いち

議員

ほかの質問 

ごみ袋の価格改定で
ごみの減量・分別を

議員　もやすごみ袋は価格を上げ、資源物とな
るごみ袋は価格を下げるなど、分別するほど家
計が助かる仕組みにしてはどうか。ごみの減量・
分別の促進につながるだけでなく、市民の意識
を変えるきっかけになると考えるが、見解は。
市民部長　ごみ袋に価格差を設ける取組は、全
国各地で行われており、ごみの減量・リサイク
ルを促進する上で有効な仕組みと認識している。
分別意識の醸成や資源の有効活用などの取組を
通じて、ごみの減量・分別、リサイクル促進に
努めつつ、価格差の設定方法や家計に与える影
響などを調査・研究していく。

観光施策

中
なか

沢
ざわ

深
み

雪
ゆき

議員

ほかの質問 

コミセン等の人件費
新年度から増額へ

議員　６年度予算では、コミュニティセンター
や地域活動センターへの管理運営委託料や地域
づくり交付金が増額予定だ。地域や議会が長年
要望してきた人件費の増額はされているか。
市民部長　委託料における人件費の算定基準
の時給単価を、職員は870円から988円に、夜
間・休日の管理員は800円から900円に増額し
た。また、管理員分の算定率を細分化し、より
勤務実態を反映した算定に変更した。さらに、
交付金の人件費も、月給単価を１人当たり１万
5,000円引き上げた。５年度と比較し、委託料
は約12％、交付金は約２％増額になっている。

空き家等の対策、羽黒地域の学童保育施設

石
いし

井
い

清
きよ

則
のり

議員

ほかの質問 

つるおか市議会だより　令和６年３月定例会号 14



荘内病院の救急患者の
受入れ体制は

議員　南庄内の救急患者の受入れ体制の現状と
荘内病院の状況は。
荘内病院事務部長　南庄内の救急医療は、荘内
病院と鶴岡協立病院、三井病院が担っている。
荘内病院への救急車搬送者数は、５年度１月ま
でで前年度比424人増の3,510人で、５年５月
から協立病院が夜間救急の受入れを制限してい
ることが影響していると考える。今後も入院や
手術が必要な重症者に十分な診療を継続するた
めには、軽症者の受診を少なくし、医師の負担
を軽減することが必要であるため、かかりつけ
医での受診など適正な受診を呼び掛けていく。

フレイル予防

阿
あ

部
べ

　　　寛
ひろし

議員

ほかの質問 

災害対策は地域の
危険性を知ることから

議員　地域間で防災力の差が大きい。市全域の
防災力を高めるための方策は。
危機管理監　住民の防災意識を高めていくこと
が重要であり、防災講演会の開催や防災アドバ
イザーの派遣、また、地区防災計画の策定・更
新によって防災力向上に努めていく。
議員　消防団員確保策と女性団員の充実は。
消防長　訓練の見直し等による負担軽減、報酬
の引上げ、ＳＮＳでの広報活動を行っている。
現在本市の女性団員は15人で、全団員に占め
るその割合は県平均1.7％に対して0.5％である
ため、30人以上を目標に入団促進に努めていく。

なし

本
ほん

間
ま

信
しん

一
いち

議員

ほかの質問 

スクールバス運行基準の
見直しの考えは

議員　冬季にスクールバスを運行している小学
校と、通学の距離が片道２㎞以上あっても運行
していない小学校があるが、その理由は。
教育部長　学校統廃合によって遠距離通学とな
った地区、市町村合併前の運行基準、風雪等の
通学環境などを考慮し、総合的に判断している。
議員　小・中学校で同じような路線を走ってい
るバスもあり、１人でも多く乗れるような工夫
が必要と考えるが、冬季運行していない地区に
おいて、状況に応じて運行する考えはあるのか。
教育部長　今後、スクールバスの運行基準の全
体的な見直しも含めて検討していく。

災害時の対応と防災

佐
さ

藤
とう

麻
ま

里
り

議員

ほかの質問 

議員研修会を開催議員研修会を開催
　３月22日に、株式会社 廣瀬行政研究所の廣
瀬和彦氏を講師に招き、議員研修会を開催しま
した。議員の役割と権限、議長・委員長の権限、
議員と職員間のハラスメントなど多岐にわたる
テーマについて、根拠法令も踏まえ論理的に、
他市議会の事例や判例等も交えながら講演いた
だきました。今後の議会活動において大変参考
になる研修となりました。
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つ
る
お
か
市
議
会
だ
よ
り

令
和
６
年
３
月
定
例
会
号（
令
和
６
年
５
月
１
日
発
行
）

◆
「
本
会
議
」
は
議
場
の
傍
聴
席
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

本
所
４
階
ロ
ビ
ー
で
傍
聴
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

傍
聴
の
定
員
は
64
人
で
す
。

◆
「
委
員
会
」
は
各
会
議
室
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
本
所
２
階
の
議
会
事
務
局
で
傍
聴
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
傍
聴
の
定
員
は
５
人
〜
20
人
程
度
で
す
。

※
本
会
議
又
は
委
員
会
を
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、
事
前

に
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
「
本
会
議
」
は
本
所
及
び
各
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー
の
テ
レ
ビ

モ
ニ
タ
ー
で
生
中
継
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
は
生
中
継
及
び
録
画
配
信

も
視
聴
で
き
ま
す
。

議会を傍聴して
みませんか

※各会議の開会時刻は午前10時です。
　午後にわたる場合は１時間程度の休憩をはさみ再開します。
※日程は変更される場合がありますので、ご了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
 27 28 29 30 31  

２  3  4  5  6  7  8 

 9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26

 

本　会　議
（開会・総括質問）
予算特別委員会

本　会　議
（一般質問）

本　会　議
（一般質問）
議会運営委員会

本　会　議
（一般質問）

総　　　務
常任委員会

市 民 文 教
常任委員会

厚　　　生
常任委員会

産 業 建 設
常任委員会

常任委員会
予　備　日 議会運営委員会 予算特別委員会 本　会　議

（表決・閉会）

請願・陳情　提出期限
５月28日（火）午後１時

5/26 6/1

　
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
で
は
、
本
市
に
も
津
波
警

報
が
発
表
さ
れ
、
多
く
の
市
民

が
避
難
し
た
こ
と
で
、
防
災
体

制
の
様
々
な
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
地
震
発

生
時
の
沿
岸
部
や
山
間
部
の
課

題
、
避
難
所
運
営
や
資
機
材
、

食
料
備
蓄
等
、
多
岐
に
わ
た
る

質
問
が
あ
り
、
震
災
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
の
震
災
の
歴
史
を
遡
る

と
、
１
８
３
３
年
の
天
保
の
大

津
波
、
１
８
９
４
年
の
庄
内
地

震
、
さ
ら
に
１
９
６
４
年
の
新

潟
地
震
に
お
い
て
、
死
傷
者
を

伴
う
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が

過
去
の
震
災
に
学
び
、
住
ん
で

い
る
地
域
の
土
地
の
リ
ス
ク
を

認
識
し
て
防
災
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
市
民
・
行
政
・
市
議
会
が
一

体
と
な
っ
た
「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
に
よ
る
防
災
体
制
の
構

築
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
副
委
員
長　
南
波　
純

編
集
後
記

◆
本
所
及
び
各
庁
舎
の
市
民
ロ
ビ
ー
、
鶴
岡
地
域

の
各
コ
ミ
セ
ン
、
図
書
館
本
館
に
お
い
て
、
会

議
録
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
録
の
閲
覧
・
検
索
が

で
き
ま
す
。
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
会
の
会
議
録
を
閲
覧
す
る
に
は

議
会
を
傍
聴
す
る
に
は

発行／鶴岡市議会　　編集／広報広聴委員会
〒997-8601　山形県鶴岡市馬場町9-25

電話　0235-35-1908　FAX　0235-25-2123
メールアドレス　gikai@city.tsuruoka.lg.jp

市議会ホームページ市議会ホームページ
をご覧ください

　市議会ホームページには議会の活動
に関する情報や議員名簿、議会の概要
などのコンテンツを掲載しています。
　また、Y

ユ ー チ ュ ー ブ
ouTube「鶴岡市議会チャ

ンネル」や会議録検索システムのリン
クも掲載しています。
　議会に関する情報取得に
ぜひご利用ください。
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